















































































































































注）『義務教育課程標準実験教科書 中国歴史』四川教育出版社 (2003年初審通過）の7年級上冊 (2006年発行），7年級下冊 (2004
年発行）， 8年級上冊 (2006年発行）， 8年級下冊 (2005年発行）による。
資料 1-2: 中国の中学校用自国史教科書における外国および外国人(5)
【前近代：第 1冊～第3冊】
西アジア ヨーロッパ古代ローマ人 カエサル（ローマ共和国執政） 大秦安敦東ローマ 東ローマ人朝鮮高麗〔高旬
麗〕朝鮮半島の国家新羅新羅人崖致遠高麗 日本日本人 日本人民倭奴国王阿倍仲麻呂 日本天皇・士大夫
倭寇 インド天竺釈迦牟尼戒賢法師〔シーラーバトラ〕 アラブアラブ商人 アラブ富商胡姫（ペルシアの女性） 波
斯〔ペルシア〕 波斯人大食〔アラブ〕 占城胡人南洋南海各国マルコ・ポーロ スール一国王ルソン アジア・ア
フリカ 西洋（ブルネイ以西の東南アジアとインド洋沿岸） 西洋植民者 ヨーロッパ植民者 ポルトガル植民者 オランダ植
民者 オランダ侵略者 オランダ軍 オランダ植民軍頭目コイェット ヨーロッパのカトリック宣教師 イタリア人利瑞蜜〔マ
テオ・リッチ〕 イギリス植民者 帝政ロシア 帝政ロシア政府 コサック騎兵帝政ロシア侵略者 帝政ロシア侵略者ハバロ
ュロシア皇帝ロシア侵略軍頭目トルブジン外国外国人外国商人
【近代：第3冊～第4冊】
イギリス イギリス人 イギリス政府 イギリス軍 イギリス商人 イギリス侵略者 イギリス侵略軍 イギリス東インド会社
イギリス政府代表駐華商務監督エリオット イギリス軍司令ユ又 イギリス兵士 イギリス駐広州領事パークス イギリス公使
イギリス海軍司令シーモア イギリス公使ジョーダン イギリス人ワイリー イギリス生物学者ハックスリー インド植民地政
府外務大臣マクマホン イギリス警官 イギリス帝国主義 イギリス総督 イギリス軍艦 フランス フランス公使 フランス
軍 フランス軍隊 フランス艦隊 フランス内閣 フランス代表 フランスのカトリック神父シャプドレーヌ フランス大作家
ユーゴー フランス艦隊司令クールベ フランス警官 イギリス・フランス両国 イギリス・フランス連合軍 ロシア ソビエ
ト政府 ソ連 ソ連政府 レーニン アメリカ アメリカ海軍 アメリカ政府 アメリカ人ウォード アメリカ東洋艦隊司令
アメリカ公使パーカー アメリカ人の先生 ライト兄弟 アメリカ帝国主義極東同盟軍総司令マッカーサー アメリカ侵略軍
日本 日本海軍 日本艦隊 H本軍 日本侵略軍 日本首相伊藤博文 日本帝国主義上海の日本紡績工場の資本家 日本関東
軍 関東軍参謀部 日本政府 関東軍司令代理板垣征四郎華北駐屯軍司令官梅津美次郎 H本侵略者 日本軍少尉凹~と匪旦
〔引用史料中〕 日本〔大陸〕浪人 日本首相近衛文麿 日本兵 “石井部隊" 日本移民 H本侵略軍頭目岡村寧次朝鮮朝
鮮国王 ドイッ ドイツ人 イタリア インド オーストリア ベルギー人八国連合軍八国連合軍統帥ワルデルゼーベト
ナム タイ ビルママーリン〔コミンテルン〕外国外国人外国侵略者外国侵略軍夷人〔引用史料中〕 敵帝国主義
列強帝国主義国家外国銀行外国宣教師西洋資本主義資本主義国家洋人〔西洋人〕 軍事顧問
【現代：第4冊】
アメリカ帝国主義 アメリカ侵略者 アメリカ侵略軍 アメリカ アメリカ中央情報局 アメリカのオクシデンタル石油会社
アメリカ当局 アメリカ海軍部次長朝鮮朝鮮軍民朝鮮民主主義人民共和国政府 イギリス 「連合国軍」 モンゴル人民共
和国 日本ポルトガル ソ連インド ミャンマー帝国主義国敵アジア・アフリカ・ラテンアメリカ人民アジア・ア
フリカ各国 アジア・アフリカ各国国家首脳
注）『九年制義務教育三年制初級中学教科書 中国歴史』人民教育出版社(2001年審査通過）の第1冊～第4冊(2003年発行）による。








































































































































































































































































































西洋西洋人西洋各国西洋勢カ ロシア ロシア勢力 〔ロシア〕外交官ウェーベル フランス フランス軍
フランス宣教師 オッペルト〔盗掘者〕 イギリス アメリカ アメリカ艦隊 アメリカ軍ハルバート〔アメ
リカ人教師•特使〕 アメリカ人スティーブンス〔日本推薦の外交顧問〕 清清軍 中国 中国人 中国政府
中国軍 日本 日本人 日本人のならず者たち 日本勢力 日本側日本人軍事教官 日本軍 日本軍隊 日本の
漁民たち 日本商人日本公使日本政府統監伊藤博文日帝朝鮮総督日本人要人壼~〔実〕総督

































































































































































































注） 『モンゴルの歴史皿 11年制普通教育学校9学年用』 ADMON発行， 2006年。
資料3-3:モンゴルの中学校用自国史教科書における外国および外国人（前近代）
中国中国人たち中国の侵略漢国魏国唐国宋国南宋国明国明国皇帝明国皇帝永楽明国英宗
壺〔正統帝〕 明国側北中国 中国の商人中国の貪欲な商人中国の交易 中国人商店大盛魁（ダーシン
フー）商店 源興徳（アルシャーン）商店 天義徳（ナスト）商店 チュルク Ttireg民族〔突厭〕 チュルク民
族の侵略チュルク民族の支配チュルク人たち チュルクの侵略チュルクの支配突廠国 キルギス国 キ
ルギスの侵略 ウイグル民族 ウイグル国 トゥングス民族マンジ民族〔満洲〕 Manj ジュルチド〔女真〕
金国金国の侵略金国軍 ジュルチド民族のマンジ族マンジ大清帝国マンジ清国マンジの統治外国の
マンジ マンジたち 後金国 マンジ軍 ヌルハチ マンジ皇帝アバハイ（天聡皇帝）〔太宗ホンタイジ〕 清
マンジ皇帝マンジ皇帝たち順治帝康熙帝マンジの侵略マンジ軍の将軍マンジの大軍乾隆帝マン
ジ帝国マンジの支配 マンジの政治権力者たち マンジの権力者たち マンジの鎮圧軍マンジの政府マ
ンジの統治マンジ将軍マンジの賦役マンジの法律諸外国外国の使節他国外国の侵略外国隣国
外国の支配被支配地被支配国反乱者たち属国東洋• 西洋諸国東洋アジア東アジア中央アジア
中央アジア諸国 中央アジアの色目人東トルキスタン ホラーサン ソグドペルシア民族イスラム国 イ
スラム教諸国 イスラム教徒 ムスリム商人たち バグダード国Bagdadiinuls バグダードのカリフ エジプト
軍イラク セルジュク国 アラブマーワラーアンナフル ヨーロッパギリシア ローマ帝国 ビザンツ国
ゲルマン国 ドイッ フランス フランス王イギリス アメリカ キリスト教徒ローマ教皇 ローマ教皇の
使者プラノ・カルピニ フランス王の使者ギョーム・ド・ルブルック フランス人職工ウィリアム・ブーシェ リャ
ザン ウラジミル王国 ブルガリア人南カフカス 北カフカス アゼルバイジャン アルメニア グルジア
キエフ ポーランド シレジアハンガリーハンガリー王ベラ 4世スロバキア東チェコ インドチベット
チベット僧（国師）パクパ〔パスパ〕 チベットの学者グンガージャンツァン〔サキャパンデイタ〕 チベット僧ツォ
ンカパ チベット紅帽派ガルマー・ラマ チベットのダライ・ラマたち チベット人たち 西夏すなわちタングー
ト国 ホラズム王国 ホラズム国 イナルチュ〔オトラル総督〕 ホラズム王 ホラズム王ムハメド イラン ロ
シア諸王の軍 ロシア国 ロシアのアレクサンドル・ネフスキー ロシア人たち ロシアの交易 ロシア商館
ロシア領事館 ウラジミルツオフ〔学者〕 ロシアの学者・ポズドネーエフ ビルマ カンボジア 安南（ベトナ




マンジ〔満洲〕清帝国ManjChin guren マンジ帝国 マンジ皇帝マンジ人たち マンジ政府マンジの統治マ















中国の軍閥 ガミン Gamin〔中国国民党の軍隊〕 ガミン軍
蒋介石中華人民共和国帝政ロシア ロシア ロシア国
コロストベッ ロシア軍帝政ロシアの援助 ロシア財務省官吏コージン
コミンテルン代表者 コミンテルンの指導者 クチェレンコ ゲムベルジェースキー シュミャツキー
コミンテルン代表者ボリソフ ソロコウイコフ ソビエト・ロシア外務人民委員チチェーリン同代理カラハン
S.S. カーメネフ ソビエトロシア外務人民委員代表マクステネク ロシア共産党（ボルシェビキ）中央委員会赤
軍赤軍部隊モンゴル＝ソビエト軍ネイマン ロコスソフスキー シチェティンキン ソビエト軍部隊竺_j_
E. リンチノ〔ブリヤート人〕 ルイスクロフ ソビエトの専門家たち ソビエト社会主義共和国連邦（ソ
M. アムガーエフ コミンテルン執行委員会 ライチェル トルバチェフ ォチロフ シュメラリ
ソ連内務人民副委員フリノフスキー スミルノフ モンゴル駐在ソ連大使ミロノフ
ソ連人民 ソ連と社会主義諸国 フルシチョフ ブレジネフ ソ連宇宙飛行士ジャニベコフ ユ
ロシア連邦 白軍バロン・ウンゲルン 将軍レズーヒン スハーレフ カイゴロドフ〔カルムイク
ワンダノフ〔ブリヤート人〕軍植民地〔保有〕国家植民地大国 イギリス 大ブ
ヒトラー ナチス党員 ファシスト・ドイッ ドイツ民主共和国 ドイツ連邦共和
日本日本国 日本人たち 日本の権力者たち 満洲国 日本軍 日本・満洲国側 モスクワ駐在日本大使稟聾


































































































































































































































































































































































































































株式会社， 1998年）の「2. 国史 (10学年）」
の「目標」の一文から引用した (106頁）。








(15) 前掲『社会科教育課程』， 44~46 頁。
(16) 『中学校 国史』（編纂者：国史編纂委員会国
定図書編纂委員会，著作権者：教育人的資源
部， 2006年）， 18頁。
(17) 前掲『生きている韓国史教科書l』,39・41頁。
(18) 第7次教育課程（前掲『社会科教育課程』）
では，小学校6年で「渤海の建国の話を通じ
て，渤海は高旬麗を継承した国家であること
を確認」 (44頁）し，中学校1年で「渤海の
建国過程と対外関係並びに文化的性格を根
拠にして，渤海が我が民族国家であることを
比較，分析」 (70頁）し，高校1年で「渤海
は高句麗遺民たちが主体となって建国し，高
旬麗遺民と誅謁族で構成された我が民族国
家であったことを理解する」 (113頁）こと
が求められている。
(19) 歴史教育を含めたモンゴル国の社会科教育
については，拙稿「モンゴル国における社
会科教育の現状と課題」（『社会科教育研究』
101号， 2007年）を参照。
(20) 『11年制普通教育学校4-5年生用 社会科
学I1』SOYOMBOPrinting発行， 2006年， 97
~108 頁。
